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糸 島 市 立 一 貴 山 小 学 校 H27,12,24

一貴山小学校便り

子どもたちの笑顔と実りいっぱいの２学期となりました。
保護者の皆様や地域の皆様の御協力と御支援に深く感謝申し上げます。

２学期は、様々な行事や各学年の教育活動が大変充実しました。
特に、地域の多くの皆様との出会いを通して、様々な体験を積み重ねるこ

とができ、子どもたちにとって、心身ともに大きく成長した２学期となりま
した。誠に有り難うございました。

また、子どもたちをいつも温かく励まし学校へ送り出していただいた保護 ２年生が植えた

者の皆様、登下校時に温かく見守っていただいた地域の皆様のお陰で、大き 「菜の花」が咲い
な事故や怪我無く、無事に終業式を迎えられることを何より嬉しく思います。 ていました。

～２学期の重点～ 「子どもの自己評価」から
９月の学校便りに掲載していた「２学期の重点」に沿った観点について、子どもたち

の自己評価は下記のようになりました。(５段階で評価した平均ポイントです。)

「確かな学力」を身に付けた子ども 「相手意識」をもった行動ができる
１学期 ２学期 １学期 ２学期

○良い姿勢を保って学 3.72 3.81 ○大きな声で進んで挨拶 4.63 4.54
習に参加する。 ○スリッパを揃える。 4.48 4.38

○相手に聞こえる声で 4.23 4.23 ○廊下を静かに歩く。 3.89 3.83
発表する。 ○清掃時間いっぱい 4.40 4.41

○じっくり考えてノー 4.47 4.36 もくもく掃除をする。
トに自分の考えを書く。 ○やさしい言葉で話す 4.13 4.16
○宿題を毎日家でしてくる 4.51 4.56 ○友だちのいいところ 3.93 3.96

をたくさん見つける。
【確かな学力】

２学期当初の全校での『学び方』の確認や週１回実施している「姿勢タイム」の効
果が少しずつ表れています。また、宿題名人の人数が若干増加したことも成果です。
さらに、じっくりと考え、思考したことをノートに「書く」活動を大切にしていきます。

【相手意識】
２学期の児童会活動や学校行事等の取組を通して、子ども同士の関わりが深まり、お互

いのよさに気付いて、温かい言葉にも気を配ることができたようです。
今後、相手意識をもった規範意識の高い言動になるように指導して参ります。

保護者の皆様には、「学校の教育活動についてのアンケート」に対して御回答いただき、誠に
有り難うございました。具体的な結果については、別紙を御参照ください。

★☆多くの人々との出会いを通した体験活動（総合的な学習の時間）☆★

３年 「地域の方と交流会をし ４年 「だれもが住みよい町 ５年 「防災マニュアルをつ
ょう」地域の方に喜んでいただ づくり」アイマスク体験や盲 くろう」区長さんや防災士の方
く活動を考え実行し、楽しくふ 動犬センターの見学を行い、 の話を聞いたり調べたりして、一貴
れあいました。 だれもが住みよい町を考えました。 山のマニュアルを考えました。

光る目・光る心・光る汗の一貴山っ子

いっしょうけんめいの目で勉強

きもちのよい心のこもったあいさつや言葉づかい
たくさん汗をかいて体を動かす
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コミュニティ・スクールとしての歩み
１２月１２日（土）第２回「学校運営協議会・学校サポート委員会合同委員会」
学校・家庭・地域で連携して取り組む事業への御協力をいただき、誠に有り難うございまし

た。学校運営協議会委員の皆様と学校の代表教職員及びＰＴＡ役員の皆様に参加していただい
ている合同委員会で２学期の取組を振り返り、下記のような御意見をいただきました。
☆学習サポート ・・・家庭読書の取組
○ 読解力育成につながるように子どもが選ぶ本に条件を付けるとよいのではないか。

☆生活・安全サポート・・・あいさつ運動
○ 登下校の時はできている。社会体育に来ている児童のあいさつをもっとがんばってほしい。
○ まずは、大人から子どもへあいさつをしていきましょう。

☆健康・安全・環境サポート・・・ゼロゲームデー、おしゃべりディナー
○「ゼロゲームデー」があるとお互いに声をかけやすい。
○「ゼロゲームデー」をさらに浸透させるとよい。また、読書の取組と重ねるとよい。

御意見をもとに、取組の改善に生かしていきます。今後も御協力をよろしくお願いいたします。

◇◆◇◆◇平成２７年度２学期の名人さん◇◆◇◆◇
２学期も、子どもたち一人ひとりが、目標の達成を目指して一生懸命に頑張りました。特に、２学期

は、児童の委員会活動による自主的な活動や保護者・地域の皆様との連携による「進んであいさつ」や
「進んで読書」の取組により、自主的にがんばる子どもたちが増えてきました。子どもの主体性を大切
にしながら「小さな努力をこつこつと積み重ねていく力」を身に付けていきたいと考えています。

ノート名人 聞き方名人 発表名人 読書名人 あいさつ名人 掃除名人 宿 題 忘 れ 漢字 元気名人
ゼロ名人 名人

１
年 １１ ２６

２
年 ４ １１

３ ８

年 ５

４
年 ８ １５

５
年 ６ ４

６
年 ８ １９

※「歩いて一貴山小」「歩いて一貴山大賞」の人数は、１月号で紹介します。

事故や怪我のない楽しい冬休みに ！！～自分の命は、自分で守る力をつけましょう。～
「交通ルールを守る。」「危険な遊びをしない。」等、事故や怪我のないように、『冬休みの
生活』をもとに御家庭でもしっかりお話しください。
「きまりやルールを守る」という規範意識を身に付けていることが、怪我や事故を防ぎます。
常日頃から大人が手本を示すことを大切にしながら子どもたちにも声をかけていきましょう。

年末からお正月にかけて、日本の伝統的な文化にふれるよい機会です。
御家族そろって、よいお年をお迎えください。


